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迎
　
春

国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る

日
本
の
取
組
み
を
審
査
、
勧
告

公
益
社
団
法
人
　
福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長

横
山
　
利
恵
子

◆
日
本
は
遅
れ
て
条
約
の
批
准
国
と
な

っ
た

障
が
い
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
禁
止
を

「私
た
ち
の
こ

と
を
私
た
ち
抜
き
で
決
め
な
い
で
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
国
連

障
害
者
権
利
条
約
は
、
日
本

の
国
情
、
進
め
て
き
た
障
害
者

制
度
、
教
育
制
度
等
と
国
連
障
害
者
権
利
条
約
が
目
指
す
こ

と
の
違
い
か
ら
方
針
対
策
と
準
備
に
時
間
を
要
し
、
条
約
の
採

択
（日
本
が
採
用
）
か
ら
８
年
遅
れ
て
、
２
０
１
４
年
２
月
、
国

連
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
国
（１
４
１
番
目
）
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、締
約
国
は
、
世
界
に
は
１
８
５
の
国
や
地
域
が
あ
り
、

い
づ
れ
も
、
定
め
ら
れ
た
手
続
き
で
定
期
的
に
国
連
障
害
者

権
利
委
員
会
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
日
本
は
審
査
、
勧
告
に
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る

昨
年
の
九
月
、
批
准
後
の
日
本
国
が
障
が
い
の
あ
る
人
の
人

権
や
自
由
を
守
る
た
め
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
き
た
か
、
国

連
の
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る
初
め
て
の
審
査
が
行
わ
れ

て
、総
括
所
見
（審
査
結
果
と
改
善
勧
告
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
、
改
善
勧
告
に
つ
い
て
、
特
に
法
的
拘
束
力
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
政
府
は
世
界
に
対
し
て
文
化
国
家
と
し
て

の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
こ
の
勧
告
を
極
め
て
重
く
受
け
止

め
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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◆
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る
審
査

。
勧
告

審
査
に
対
し
て
は
、
条
約
に
基
づ
く
義
務
を
実
際
に
行

っ

た
こ
と
、
及
び
そ
の
進
歩
に
つ
い
て
事
前
の
質
問
に
答
え
る

「政
府
報
告
」
や
障
が
い
者
団
体
な
ど
が
作
成
し
た
報
告
書
（パ

ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
）
を
事
前
に
提
出
し
て
お
き
ま
す
。

事
前
報
告
書
に
対
す
る
委
員
会
の
総
括
所
見
に
は
、
民
間

企
業
に
も
合
理
的
配
慮
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
他

の
国
と
比
べ
て
評
価
さ
れ
た
面
は
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
改

善
勧
告
と
し
て
、
施
設
入
所
、
強
制
入
院
、
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
地
域
移
行

。
強
制
入
院
（脱
施
設
）
に
つ
い
て
の
勧
告

昨
年
８
月
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
面
談
形
式

で
行
わ
れ
た
審
査
は
、
日
本
が
行

っ
て
き
た
、
敗
戦
後
の
国

力
を
上
げ
る
た
め
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
施
設

入
所

・
強
制
入
院
の
政
策
と
国
連
権
利
条
約
の
方
針
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
と
思
え
る
主
旨
の
意
見
交

換
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

◆
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（共
に
学
ぶ
）
に
つ
い
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は
、
児
童
生
徒
が
、
障
が
い
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
日

本
の
特
別
支
援
教
育
は
、
障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
合
理
的
配

慮
と
必
要
な
個
別
的
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
条
約
の
方
針
に
反
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
日
本

の
障
が
い
児
の
就
学
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
就
学
猶
予
、
免

除
が
さ
れ
た
期
間
が
あ
り
ま
す
。
今
日
に
お
い
て
も

「親
や

本
人
の
意
思
」
に
基
づ
か
な
い
で
支
援
学
校
や
支
援
学
級

ヘ

の
就
学
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
こ
の
委
員
会
の
指
摘
（勧
告
）
に
対
し
、
特

別
支
援
教
育
を
た
だ
ち
に
中
止
す
る
考
え
が
な

い
旨
の
発
言

が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
権
利
委
員
会
は
日
本
の
報
告
に
対
し
、

日
本
政
府
は
多
く
の
項
目
で
障
が
い
者
団
体
な
ど
と
の
緊
密

な
協
議
を
進
め
、
条
約

の
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
認
め

て
い
ま
す
。

２
０
２
８
年
２
月
ま
で
に
今
回
の
勧
告
が
、
ど
の
よ
う
に

実
施
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
情
報
を
含
め
た
報
告
を
求
め
て

い
ま
す
。

◆
地
域
育
成
会
と
し
て
私
た
ち
が
取
り
組
む
こ
と

権
利
委
員
会
が
指
摘
す
る
内
容
に
対
し
日
本

の
現
状
は
、

例
え
ば
、

Ｏ
　
精
神
科
病
院
人
院
患
者
数

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
３８
か
国

の
平
均

３２
日
に
対
し
て

２

７

７

日

②
　
入
所
施
設
利
用
者
　
１３
万
人

０
　
特
別
支
援
教
育
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
数
　
５２
万
人

権
利
条
約
が
目
指
し
て
い
る
目
標
と
日
本
が
到
達
す
る
こ

と
に
遥
か
な
距
離
を
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
連
障
害
者
権
利
条
約
が
求
め
て
い
る
こ
と

と
、
日
本

の
進
め
て
き
た
政
策
の
違

い
、
こ
の
現
状
を
ま
ず

は
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，

そ
し
て
、
「障
害
の
あ
る
人
も
社
会
を
構
成
し
て
い
る
存
在

で
あ
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
は

「
異
な
る
も

の
に
対
す
る
過

っ

た
思
い
込
み
の
傾
向
を
地
域
か
ら
排
除
す
る
」
活
動
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
Ｇ

そ
れ
は
、
政
府
や
行
政
に
対
し
て
の
要
望
運
動
と
と
も
に
、

障
が
い
当
事
者
と
し
て
の

「
私
た
ち
育
成
会
」
の
務
め
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
私
た
ち
の
進
め
て
い
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
活
動
は
、

「障
害
」
に
対
す
る
偏
見
と
差
別
を
な
く
し
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す

い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
重
要
な

「
鍵
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

鬱゛ヽ
ヾ
、
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塚
餃
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

場
餃

令
和
５
年
、
中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
遠
賀
町
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
、
声
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
岡
垣
町
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
創
立
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
福
岡
県

育
成
会
の
資
料
で
は
昭
和
６０
年
５
月
２６
日
の
「福
岡
県
育
成

会
評
議
員
名
簿
」
の
中
に
「中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
「遠

賀
郡
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
協
議
会
」
の
名
称
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
芦
屋
町
親
の
会
前
会
長
の
故
伊
藤

一
美
さ
ん
の
名
前

も
あ
り
、
生
前
の
ご
活
躍
の
お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。

５０
周
年
を
迎
え
、
各
育
成
会
（親
の
会
）
の
益
々
の
発
展
と

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
き
な
記
念
式
典
等
が
開
催
で
き
な
い

状
況
の
中
、
芦
屋
町
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
で
は
、
記
念
事
業

と
し
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

「手
を

つ
な
ぐ
応
援
隊
」
を
招
い
て

知
的
、
発
達
障
が
い
者
の
理
解
を
図
る
疑
似
体
験
学
習
会
を

開
催
予
定
で
す
。
（３
頁
参
照
）

「
手
を

つ
な
ぐ
応
援
隊
」
受
賞

昨
年
１２
月
２３
日
（金
）
午
前
１０
時
よ
り
、
県
庁
特
別
会
議
室

（庁
議
室
）
に
て
標
記
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
岡

県
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
福
岡
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
保

護
者
会
有
志
４
名
か
ら
な
る

「手
を
つ
な
ぐ
応
援
隊
」
の
地

道
な
活
動
に
対
し
て
県
に
推
薦
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
、

応
援
隊
の
皆
さ
ま
と
推
薦
団
体
の
代
表
者
と
し
て
横
山
利

恵
子
会
長
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
ｃ

以
下
の
点
が
、
受
賞
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
「手
を
つ
な
ぐ
応
援
隊
」
は
、
知
的
障
が
い
や
発
達
障
が
い
に
対

す
る
理
解
促
進
の
た
め
、
そ
の
特
性
を
体
感
で
き
る
疑
似
体
験
講

座
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
、
九
州
で
初
め
て
設
立
ｃ

・
同
団
体
員
で
あ
る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
が
解
説
を

し
な
が
ら
行
う
疑
似
体
験
講
座
や
、
体
験
談
を
織
り
交
ぜ
た
講

演
は
、
分
か
り
や
す
く
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
も
つ
な
が
る
と

好
評
を
得
て
お
り
、
公
民
館
、
小
中
学
校
、
大
学
、
企
業
等
に
お

い
て
こ
れ
ま
で
１
６
０
回
開
催
し
、
約
６
千
名
の
方
々
が
受
講
。

・
こ
の
取
組
に
影
響
を
受
け
、
同
様
の
団
体
が
県
内
に
２
つ
新
た

に
発
足
す
る
等
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
障
が
い
へ
の
理
解
促
進
、
ひ
い
て
は
障
が
い

の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
促
進
に
寄
与
し
て
お
り
、
障
が
い
者

差
別
解
消
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
模
範
的
な
団
体
と
認
め

ら
れ
る
共
福
岡
県
の
表
彰
理
由
か
ら
）

県
育
成
会
関
係

の

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

○
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「
ち

つ
き

ゃ
ら
」

筑
後
市
手

を

つ
な
ぐ
育
成
会

会
員
有
志
と
筑
後
市
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
に
よ
り
結
成
、

活
動
中

〇
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

「
つ
ば
さ
」

社
会
福
祉
法
人

「
翼
会
」
職
員

に
よ
り
結
成
、
活
動
中

大
好
評
―

自
開
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

マ
イ
ベ
ー
ス
な
き
み
に

家
族
は
す
っ
た
も
ん
だ

定
価
１
，
３
０
０
円
（税
別
）

申
込
先
福
岡
県
育
成
会

事
務
局
（岩
円
）
迄

授賞式 中央 服部福岡県知事

新刊、「家族はすったもんだ」

?.1J- l'j

鼈

福
岡
県
地
域
生
活
支
援
事
業
報
告

○
生
活
訓
練
事
業

・
地
域
福
祉
を
支
え
る
会
　
エ
ン
ゼ
ル

ーー
月
１４
口

（月
）
～
１８
日

（金
）

大
牟
田
市
内
　
買
物
訓
練

。
大
野
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

Ｈ
月
２０
日

（日
）
福
岡
市
内
　
施
設
利
用

・手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が

Ｈ
月
１９
日

（土
）
海
響
館

買
物
訓
練
、
公
共
施
設
利
用
訓
練

・
筑
紫
野
市
育
成
会
　
は
―
と
＆
は
―
と

１１
月
２９
日

（火
）
～
１２
月
８
日

（本
）

筑
紫
野
市
内
　
買
物
訓
練
等

○
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
教
室
開
催
事
業

・
中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

１１
月
１２
日

（土
）
中
間
市
音
楽
鑑
賞

・
芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

９
月
４
日

（日
）
芦
屋
町
　
ぶ
ど
う
狩
り

・
遠
賀
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

８
月
２８
日

（日
）
岡
垣
町
　
ぶ
ど
う
狩
り

・
岡
垣
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

１１
月
６
日

（日
）
岡
垣
町
　
み
か
ん
狩
り

・
筑
後
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

１０
月
３０
日

（日
）
唐
津
市
内
バ
ス
ハ
イ
ク

・
糸
島
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

Ｈ
月
２３
日

（水

・祝
）

糸
島
市
可
也
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

・
嘉
麻
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

７
月
１８
日

（月
・祝
）
・
１１
月
１３
日

（日
）

飯
塚
・宗
像
市
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
み
か
ん
狩
り

○
本
人
活
動

・
大
牟
田
知
的
障
害
者
育
成
会

６
月
１０
日

（金
）
～
１１
月
１７
日

（木
）

大
牟
田
市
内
　
壁
の
修
理
や
ベ
ン
キ
塗
り
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ふるってご参加 ください |

第 2回 福岡県知的障がい者相談員研修会 相談員・会員(別途ご案内済み)
今回の研修は2部構成です。前半は、「障がい者等の消費者防止対策、見守り」そして後半は、「障害基礎
年金 学習会」です。相談員だけでなく、育成会会員や興味関心のある方も参加できます。コロナ感染対策
のため定員制限(140名まで)がありますので、必ず事前申し込みをお願いします。

1.開 催 目時 令和 5年 2月 7日 (火)13:00～15:30(受付 12:30)
2.開 催場所 福岡県総合福祉センター クローバープラザ
3.対 象 者 知的障がい者相談員、育成会会員、特別支援学校・学級保護者、興味関心のある方
4.参 加 費 無料
5.日   程 13:00 開会

13:10【前半の部】 障がい者等の消費者防止対策、見守り(仮題)
14:20【後半の部】 障害基礎年金 学習会 (DVDに よる学習会)
15:30 閉会

6.中込・問合せ先 一般の方(4頁の福岡県育成会事務局までお電話ください)
7.そ の 他 感染防止の徹底をお願いします。オンラインの配信はありません。

行動援護フオーラム テーマ「今日はどこ行こう♪私たちの外出が地域をかえる」

主 催  行動援護フオーラム 実行委員会
1.開 催 日時 令和 5年 3月 5日 (日 )
2.開催場所 ホテルニュープラザ久留米 (久留米市六ツ門16-1)
3.対 象 者 行動援護事業者・福祉、介護サービス事業者・学生・保護者 。一般
4.参 加 費 1,000円
5.主 な内容 ①チャレンジング行動・障害福祉サービス行動援護とは

②全国の介護者からのスピーチ

◎シンポジウム シンポジスト:厚労省社会・援護局専門官他
6.問合せ先 事務局 電話 :090-4997-811l Fax:0942-21-3722

Mail i koudouengo2022@gma■ cOm 担当者名 gocochi―Next松尾 博子
7.そ の 他  ・ハイブリッドでの開催を予定しています。

芦屋町手をつなぐ親の会創立50周年記念事業 疑似体験学習会
1.開 催 日時
2.開 催場所
3.対 象 者
4.参 加 費
5.主 な内容

令和 5年 3月 5日 (日 )10:00～ 12:00
芦屋町町民会館 大会議場
どなたでもご参加できます。(事前申し込みが必要です)

無料

知的、発達障がいのある人の理解を深めるための疑似体験学習会

講師 手をつなぐ応援隊のみなさん
【事務局】芦屋町手をつなぐ親の会 事務局長 米田 利夫
電言舌/Fax:093-222-3392

6.問 合せ先

講演会

は ぐ く む
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関紙「手をつなぐ」を購読ご希望の皆さまは
本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一口 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、
一回 (1冊)の場合は年間240円です。

【購読料のうち一口当たり50円は災害発生時の

見舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ11/12月 号表紙

【次号予告】(仮題)
★ 1月 号特集
「成人になったら」

☆今月の問題
「旅館業法の改正について」

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な
運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが
必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回  2,000円/年
◆会費(団体会員)1回  10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
日呈言舌 :092-584-4374 FAX:092-584-4378

E―mail:inh(て〕fk―ikuseiOrg

HP:httpsi//ik_ikuselorg/
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'・ =大●●つ 驚 「特別障害者」の手当てと税の軽減措置
「特別障害者」とは差別的な意味ではなく、税法上の区分で、障
がい者の中でも重度の障がいがあるを持つ人 (例えば、受給者証
の支給量等の欄に重度支援とある人)を言います。
一方、介護給付費等の給付費の支給中請、利用者負担軽減額、

免除申請書に示す「特定障害者特別給付費」の「特定障害者」につ

いては特に定義はなく、税制度の中の「特別障害者」を含めた障が
い者の範囲を指定するために使われている言葉です。
「特別障害者」への手当てや、税金の軽減措置などの優遇措置に
ついては下記の制度があるようです。

所得税の障害者控除、住民税の障害者控除、贈与税の非課税、相

続税額の控除、特別障害者手当、特別障害給付金、その他
§財10'・

には電力、ガス、食卜1品等の価格高騰により住民税均等 躙 、L
割非課税世帯に対して緊急支援給付金などがあります。   メ

′覆
、

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

新
年
は
挨
拶

（あ

い
さ

つ
）
に
始
ま
り
ま
す
。

挨
拶
に
つ
い
て
、次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
り
ま
し
た
。

鉄
鋼
王
カ
ー
ネ
ギ
ー
は
廊
下
で
出
会

っ
た
若

い
社

員
の
挨
拶
に
特
別
な
人
柄
を
感
じ
、
早
速
社
長
室
に

呼
び
面
談
し
た
と
こ
ろ
、
た
し
か
に
優
秀
な
人
物
と

認
め
て
、
以
後
彼
を
長
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
と
い
う
ｃ

挨
拶
の
姿
が
、
き
ち
ん
と
立
ち
止
ま
り
、
相
手
と
視

線
を
合
わ
せ
国
角
を
上
げ
た
明
る
い
表
情
で
あ
っ
た
か
ｃ

内
容
は
定
か
に
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
挨
拶
が
人

の
心
を
動
か
し
た
確
か
な
効
果
の
一
例
だ
と
思
い
ま
す
。

近
年
、　
一
部
に
挨
拶
を
無
駄
、
余
計
な
こ
と
と

い

う
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、
人
が
社
会
生
活
を
送
る
中

で
は
、
誠
意

の
こ
も

っ
た
挨
拶
が
相
手
に
信
頼
感
や

安
心
感
を
生
み
出
す
意
味
で
、
こ
の
考
え
に
は
同
調

で
き
ま
せ
ん
。

挨
拶
に
は
お
辞
儀
姿
以
外
に
手
紙
や
気
持
を
伝
え

る
行
為
な
ど
様

々
な
使

い
方
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
は
歌
舞
伎
役

者
が
、
自
分
よ
り
早
く
現
場
に
来
て
準
備
を
し
て
い

る
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

「
挨
拶
」
の
語
源
は
禅
か
ら
出
た
も
の
、
「
挨
」
は
押

す
、迫
る
、「拶
」
は
近
づ
く
、進
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

互
い
に
押
し
合
う
言
葉
の
や
り
取
り
で
相
手

の
修
行

の
具
合
を
確
か
め
る
こ
と
が
始
ま
り
と
言
い
ま
す
。

現
在
は
、
挨
拶
を
相
手

の
品
定
め
に
は
使

い
ま
せ

ん
が
そ
れ
で
も

″見
た
目
が
九
割
ク
な
ど
と

い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
初
対
面

の
人
と

の
第

一
印
象
は
、

先

の
例
か
ら
も
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
ｃ

式
典
や
大
会
な
ど
、
多
く
の
来
賓
挨
拶
に
出
会

い

ま
す
が
、
い
つ
も
「見
せ
る
姿
の
挨
拶
の
方
が
、
ス
ピ
ー

チ
以
上
に
聴
衆
の
心
に
留
ま
る
」
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

人
は
、
平
均
寿
命
を
生
き
て
、
数
万
人
と
の
出
会
い

が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
都
度
「
自
分
な
り
の
心

を
込
め
た
挨
拶
の
姿
」を
見
せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ｃ
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